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'84ミスほほえみ 

増田 咲子さん 

昭和37年11月8 日生（22歳） 

北町2丁目 

■趣味は 

ドライブ 

■理想の男性は 

やさしくて誠実な人 

■コンテスト応募の動機は 

知人に推せんされて 

■身長・体重は 

身長＝= 166cm、 体重一52kq 

12月は固定資産税4期分・国民健康保険5期分の納税月です 
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今
年
も
十
一
月
一
百
の
前
夜
 

祭
か
ら
、
」
百
、
四
日
に
か
け
 

て
町
民
文
化
祭
が
盛
大
に
開
催
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

絵
画
、
書
、
盆
裁
、
生
花
、
写
真
 

な
ど
の
展
示
、
囲
碁
大
会
、
茶
会
な
 

ど
の
催
し
、
芸
能
発
表
大
会
や
、
ロ
ツ
 

ー 

ク
、
フ
ォ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
の
ヤ
ン
グ
フ
 

「
一
 

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
会
場
を
訪
れ
た
人
々
は
 

“
文
化
）
に
触
れ
て
と
て
も
充
実
し
た
感
じ
で
 

行
く
秋
を
惜
し
み
ま
 

し
た
。
 

ま
た
、
商
工
ま
つ
 

り
も
会
場
一
ぱ
い
の
 

人
で
に
ぎ
わ
い
、
社
会
 

福
祉
協
議
会
の
バ
ザ
ー
 

蒼
い
会
の
み
な
さ
ん
の
 

出
店
、
農
協
婦
人
部
の
 

手
づ
く
り
こ
ん
に
ゃ
く
 

な
ど
の
即
売
な
ど
、
多
 

彩
な
催
し
で
し
た
。
 

赤
池
町
の
明
る
い
イ
 

メ
ー
ジ
を
P
R
し
よ
う
 

と
行
わ
れ
た
 84 
ミ
ス
ほ
 

ほ
え
み
コ
ン
テ
ス
ト
も
 

今
年
は
中
央
研
修
所
で
 

ス
タ
イ
ル
を
一
新
し
、
 

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

町
民
会
館
前
で
行
わ
れ
 

た
商
工
ま
つ
り
に
は
 24 

店
舗
が
出
店
、
平
常
の
半
 

額
程
度
の
安
売
り
や
町
内
 

ク
イ
ズ
、
福
引
き
抽
せ
ん
会
 

な
ど
多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ
 

ま
し
た
。
 

‘
 

ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
合
間
に
は
鞍
手
高
 

校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
の
み
な
さ
ん
が
 

す
ば
ら
し
い
演
奏
を
聴
か
せ
て
く
れ
 

ま
し
た
。
 

ト
写
団
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
み
な
さ
ん
の
 

写
真
も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
 

ト
町
民
会
館
二
階
で
 

は
公
民
館
茶
道
教
 

室
の
み
な
さ
ん
に
『
 

よ
る
お
茶
会
も
行
 

わ
れ
ま
し
た
。
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植木 藤吉さん 

× 

文化祭の一環として行 

われた84ミスほほえみコンテス 

鷺難二寿； ト（赤池町商工会主催、赤池町民文化祭 
誓、’ー 実行委員会、ひかり旅行株式会社後援）は、19人の応 

募者の中からミスに増田咲子さん（中央）、準ミスに長崎弘子 

さん（左）と和田久香さん（右）が選ばれ沖縄旅行がプレゼントさ 
れました。マ 赤池町の明るい 

イメージを高揚推進する 
ために行われたコンテスト。 

渡辺佐和子さん、森下由美さん、熊谷理恵さ 

んの3人には特別賞が贈られました。▼ 

気張い～ 
町内文化団体13団 
体、1 50人のみなさんが、日舞 ～ 
民謡・謡曲など67のプログラムで日頃 
の練習の成果を発表しました。 
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難
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鷺
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灘
瑞
驚
《
与
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簾
鮮
響
響
 

ト
公
民
館
花
道
教
室
の
み
な
さ
ん
に
 

よ
り
 69 
点
の
生
花
も
展
示
さ
れ
ま
し
 

た。 
文
化
団
体
四
季
会
の
み
な
さ
ん
を
中
 

心
に
し
た
 30 
人、 

71 

点
の
み
ご
と
な
 

盆
裁
も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
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事
 

1
日
（
土
）
 

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
 

2
日
（
日
）
 

全
国
防
火
デ
ー
 

赤
池
少
年
野
球
十
周
年
記
 

念
大
会
（
臨
駄
か
）
 

4
日
（
火
）
 

人
権
週
間
・
赤
池
町
人
権
 

6
日
（
木
）
 

尊
重
旬
間
（
謂
）
 

イ
、
ノ
フ
ル
エ
、
ノ
ザ
 

（
躍
鮮
嘉
離
ど
 

イ
ン
フ
ル
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ン
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）
 

7
日
（
金
）
 

心
配
ご
と
相
談
（
響
鎗
タ
ー
）
 

8
日
（
土
）
 

こ
と
納
め
 

針
供
養
 

9
日
（
日
）
 

人
権
尊
重
町
民
の
つ
ど
い
 

（
難
雛
所
）
 

11
 

日
（
火
）
 

生
ワ
ク
チ
ン
 

覇
騨
“
懸
詳
銀
読
）
 

年
末
年
始
の
交
通
安
全
県
 

民
運
動
（
勃
g日） 

13 

日
（
木
）
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
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騨
駄
議
饗
）
 

日
（
土
）
 

年
賀
郵
便
特
別
扱
始
め
 

日
（
月
）
 

乳
児
保
育
相
談
 

命
讐
龍
蝉
か
緩
譲
）
 

18 

日
（
火
）
 

19 

日
（
水
）
 

20 

日
（
木
）
 

25 

日
（
火
）
 

31 28 
日
（
金
）
 

日
（
月
）
 

× 

心
配
ご
と
相
談
（
響
諮
タ
ー
）
 

麻
し
ん
（
舞
嚇
懸
欝
纏
議
）
 

解
放
講
座
（
羅
総
）
 

」
種
混
合
（
舞
嚇
懸
静
緩
総
）
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エ
ン
ザ
 

（
躍
鰍
線
評
し
 

官
庁
ご
用
納
め
 

年
越
し
 
大
は
ら
い
 

消防功労で勲六等瑞宝章 

植木 藤吉さん （松本） 

昭
和
五
十
九
年
 

秋
の
叙
勲
で
、
赤
 

池
町
消
防
団
第
四
 

分
団
分
団
長
植
木
 

藤
吉
さ
ん
が
、
勲
 

六
等
瑞
宝
章
を
受
 

章
さ
れ
ま
し
た
。
 

植
木
さ
ん
は
、
 

昭
和
二
十
四
年
赤
 

池
町
消
防
団
員
を
 

拝
命
、
以
来
、
三
 

十
五
年
間
、
消
防
 

活
動
に
終
始
一
貫
 

し
て
そ
の
職
務
を
 

遂
行
さ
れ
、
地
域
 

住
民
の
生
命
、
財
産
の
保
護
に
寄
 

与
さ
れ
た
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
 

今
回
の
受
章
に
な
り
ま
し
た
。
 

植
木
藤
吉
 
昭
和
二
十
二
年
明
 

治
鉱
業
赤
池
炭
坑
営
繕
課
就
職
。
 

昭
和
二
十
四
年
赤
池
町
消
防
団
員
。
 

昭
和
五
十
七
年
よ
り
第
四
分
団
分
 

団
長
。
四
十
四
年
永
年
勤
続
功
労
 

の
知
事
感
謝
状
、
五
十
六
年
県
消
 

防
協
会
よ
り
優
良
団
員
表
彰
。
明
 

治
四
十
五
年
二
月
二
十
八
日
生
ま
 

れ
七
十
二
歳
。
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